
   

【
鹿
屋
】
鹿
屋
市
恒
例
の
“
オ
ギ
オ

ン
サ
ア
”
は
八
月
一
日
の
八
坂
神

社
境
内
で
の
前
夜
祭
を
皮
切
り
に

二
三
の
両
日
に
わ
た
り
盛
大
に
催

さ
れ
る
鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
“
ナ

ベ
底
景
気
”
“
干
ば
つ
”
で
う
ち
ひ

し
が
れ
た
夏
枯
れ
の
商
店
街
を
祇

園
祭
で
一
気
に
盛
り
あ
げ
よ
う
と

協
賛
全
市
大
売
出
し
（
二
十
五
日
―

八
月
三
日
ま
で
）
を
実
施
、
景
品
に

も
特
等
に
は
百
円
札
を
タ
テ
に
し

て
身
長
の
長
さ
（
平
均
千
百
円
）
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
空
く
じ
な
し
で

客
よ
せ
に
大
童
だ
が
、
こ
と
し
の
祇

園
祭
に
は
鹿
児
島
市
か
ら
山
傘
も

特
別
参
加
す
る
ほ
か
、
タ
バ
コ
の
吸

い
わ
け
早
飲
み
競
争
な
ど
つ
ぎ
の

よ
う
な
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
に
ぎ
わ
い
が
予
想

さ
れ
る
。 

△
前
夜
祭 

一
日
午
後
七
時
か
ら

八
坂
神
社
境
内
で 

△
御
巡
行
道
順 

二
日
午
前
九
時

出
御
祭
十
時
出
発
、
八
坂
神
社
―
旧

駅
前
―
鹿
屋
駅
―
共
栄
町
―
昭
栄

通
り
―
三
州
バ
ス
―
西
原
小
回
り
、

折
返
し
北
田
公
園
（
正
午
休
憩
）
午

後
二
時
北
田
公
園
出
発
―
北
田
通

り
―
大
手
町
通
り
―
営
林
署
折
返

し
―
市
役
所
前
―
本
町
―
寿
町
十

字
路
折
返
し
―
仲
町
―
朝
日
通
り

―
警
察
署
前
―
昭
栄
通
り
―
鹿
銀

前
―
旧
駅
前
―
八
坂
神
社
着
。
行
列

は
向
江
、
共
栄
、
本
町
、
北
田
通
り

の
山
車
の
あ
と
に
各
商
店
の
宣
伝

カ
ー
、
仮
装
行
列
が
続
く
ほ
か
、
鹿

児
島
市
か
ら
“
ホ
コ
” 

“
山
傘
”

の
一
行
二
十
八
名
も
特
別
参
加
、
三

州
バ
ス
ガ
イ
ド
の
演
奏
も
あ
る
。 

△
演
芸
大
会
、
二
日
午
後
七
時
か
ら

北
田
、
本
町
、
向
江
、
共
栄
地
区
別

に
演
芸
大
会
、
三
州
バ
ス
ガ
イ
ド
の

演
奏
会
。
三
日
は
午
後
七
時
か
ら
市

役
所
特
設
舞
台
で
四
地
区
合
同
演

芸
会
。 

△
花
火
大
会 

三
日
午
後
八
時
か

ら
池
ノ
上
公
園
で
二
六
〇
発
の
仕

か
け
打
上
げ
花
火
大
会
。
ま
た
午
後

七
時
か
ら
市
役
所
前
舞
台
横
で
専

売
公
社
提
供
に
よ
る
タ
バ
コ
六
種 

類
（
富
士
、
新
生
、
い
こ
い
、
ピ
ー

ス
、
パ
ー
ル
、
光
）
の
吸
い
わ
け
競

争
、
三
〇
㌢
の
長
さ
の
タ
バ
コ
の
早

飲
み
競
争
大
会
、
仮
装
行
列
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
を
行
う
。 
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